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1. 平成27年3月期第3四半期の連結業績（平成26年4月1日～平成26年12月31日）

(2) 連結財政状態 

 

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

27年3月期第3四半期 60,760 4.6 1,109 △10.1 1,330 △9.8 820 △11.0
26年3月期第3四半期 58,091 0.3 1,233 18.7 1,474 28.1 921 145.5

（注）包括利益 27年3月期第3四半期 2,170百万円 （△21.2％） 26年3月期第3四半期 2,753百万円 （760.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

27年3月期第3四半期 25.46 ―
26年3月期第3四半期 28.65 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

27年3月期第3四半期 58,942 16,522 27.7
26年3月期 48,425 14,717 30.0
（参考）自己資本 27年3月期第3四半期 16,337百万円 26年3月期 14,546百万円

2. 配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
(平成26年３月期の期末配当金には、記念配当３円が含まれております。) 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

26年3月期 ― 3.00 ― 8.00 11.00
27年3月期 ― 3.00 ―
27年3月期（予想） 5.00 8.00

3. 平成27年 3月期の連結業績予想（平成26年 4月 1日～平成27年 3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,000 2.3 2,000 1.2 2,250 1.5 1,350 △9.0 41.96



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する主旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご参照下さい。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 27年3月期3Q 32,489,845 株 26年3月期 32,489,845 株
② 期末自己株式数 27年3月期3Q 279,706 株 26年3月期 275,248 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 27年3月期3Q 32,212,454 株 26年3月期3Q 32,168,044 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明 

当第３四半期連結累計期間における我が国の経済は、政府が実施する金融・財政政策のもと、円安・株高を背景

に輸出関連企業を中心に企業業績は堅調に推移しておりますが、消費税増税の影響による消費の停滞等により、国

内設備投資需要は弱含みで推移いたしました。 

世界経済は、米国経済が比較的好調に推移しているものの、金融不安から欧州経済の停滞、中国をはじめアジア

新興国経済の減速により先行き不透明な状況にあります。 

このような状況のもと、当企業グループでは、国内の厳しい設備投資状況の中、自動車関連、半導体関連、新エ

ネルギー関連、環境関連、食品関連、医療・医薬関連、航空機製造関連業界に対して、国内外で営業協業体制を強

化し、積極的営業展開を行った結果、売上高で前年同期を上回ることができました。利益面では、仕入価格の抑

制、営業費用の削減に努めたものの、価格競争の激化や原材料費の上昇で、前年同期と比べ営業利益、経常利益、

四半期純利益で若干の減益となりました。 
  
当第３四半期連結累計期間の業績は、  
  

売上高    ６０７億６０百万円 （前年同期比 １０４．６％） 

営業利益    １１億 ９百万円 （前年同期比  ８９．９％） 

経常利益    １３億３０百万円 （前年同期比  ９０．２％） 

四半期純利益   ８億２０百万円 （前年同期比  ８９．０％） 

となりました。 

  

報告セグメントの業績は以下のとおりです。なお、第１四半期連結会計期間より以下の通り報告セグメントを変

更しております。 

国内の営業活動について、従来は東日本営業本部・西日本営業本部・名古屋支店の３区分でしたが、活動の成果

をより迅速に把握し、外部環境変化に対してより広域に対応する為、従来の東日本営業本部は東日本本部とし、従

来の名古屋支店と西日本営業本部とを併せて新たに西日本本部として２区分で管理することといたしました。これ

により組織と同様のセグメントとなり、営業活動の成果及び責任が把握しやすくなりました。なお、開発戦略本部

につきましては変更ございません。 

  

東日本本部 

北海道・東北・甲信越・関東地区において機械部品から搬送設備等の自動化・省力化商品を中心に顧客のニー

ズにあった最適な商品を提供している部門で、その売上高は全体の約35％を占めております。 

当第３四半期連結累計期間は、このエリア（地区）において自動車部品需要が冷え込んだものの、比較的好調

な物流、食品、環境、医薬関連業界の設備投資が増加したことで、その売上高は、213億2百万円（前年同期比

106.8%）となりました。 
  
西日本本部 

東海・北陸・関西・中国・四国・九州地区において、機械部品から搬送設備等の自動化・省力化商品を中心に

顧客のニーズにあった最適な商品を提供している部門で、その売上高は全体の約42％を占めております。 

当第３四半期連結累計期間は、このエリア（地区）において業績好調な鉄鋼、化学、航空機製造、食品関連、

工作機械業界向けの需要増加と環境関連、新エネルギー関連業界の設備投資に支えられ、その売上高は、257億

99百万円（前年同期比107.1%）となりました。 
  
開発戦略本部 

当企業グループ全体の海外ビジネスやマテリアルビジネスを担当し、それらビジネスの拡大や、制御・センシ

ングビジネスに向けた新商品の開発にも取り組んでいる部門で、その売上高は全体の約23％を占めております。

当第３四半期連結累計期間は、海外における自動車関連設備投資の増加や、国内外での三角ティーバッグ高速

製造装置等が売上に寄与したものの、介護・衛生関連商品のような一般消費財において、消費税増税による消費

の停滞から回復にまで至らなかったことから、その売上高は、136億58百万円（前年同期比97.2％）となりまし

た。 
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（２）財政状態に関する説明 

1. 資産、負債及び純資産の状況 

① 資産 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は589億42百万円となり、前連結会計年度末に比べ105億16百万円増加

いたしました。流動資産は84億39百万円増加いたしました。主な要因は、受取手形及び売掛金が31億3百万円

増加、現金及び預金が25億77百万円増加、電子記録債権が16億9百万円増加したこと等によるものでありま

す。固定資産は、20億76百万円増加いたしました。主な要因は、投資有価証券の時価が前連結会計年度末に比

べ上昇したことにより20億95百万円増加したこと等によるものであります。 
  

② 負債 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は424億19百万円となり、前連結会計年度末に比べ87億11百万円増

加いたしました。流動負債は79億56百万円増加いたしました。主な要因は、支払手形及び買掛金が77億61百万

円増加したこと等によるものであります。固定負債は7億54百万円増加いたしました。主な要因は、繰延税金

負債が7億2百万円増加したこと等によるものであります。 
  

③ 純資産 

当第３四半期連結会計期間末の純資産の部は165億22百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億5百万円増

加いたしました。主な要因は、当四半期純利益を8億20百万円計上したこと、投資有価証券の時価の上昇に伴

うその他有価証券評価差額金が12億98百万円増加した一方で、配当金の支払いを3億54百万円実施したこと等

によるものであります。 

  

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

今後の我が国の経済は、消費税率引き上げによる駆け込み需要の反動による影響が続く一方で、政府による金融

緩和や経済対策により、雇用・所得が増加し、設備投資も緩やかに回復していくものと予想されます。一方、世界

経済は、欧州での金融不安やアジア新興国での景気減速が懸念されますが、引き続き好調な米国経済に牽引され、

海外での設備投資需要の増加が期待されます。 

このような状況下、当企業グループにおいては、エリア体制を更に充実させ、各部門一体となった協業を進め、

顧客密着営業を展開することで、目標達成に全力で取り組んでまいります。 

このような状況を踏まえ、平成26年5月9日公表の業績予想を据え置くことといたします。 

  

 （通期連結業績予想） 

  
  

 

  
連結売上高 
（百万円） 

連結営業利益 
（百万円） 

連結経常利益 
（百万円） 

連結当期純利益 
（百万円） 

通期 84,000 2,000 2,250 1,350 
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、割引率の

決定方法について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく割引率を使用する方法から、退職給付の支

払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法に変更しております。 

これに伴う当第３四半期連結累計期間の期首の利益剰余金、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利

益に与える影響はありません。 

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等 

該当事項はありません。 
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４．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 

 

                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部     

  流動資産     

    現金及び預金 4,072 6,649 

    受取手形及び売掛金 28,324 31,427 

    電子記録債権 1,347 2,957 

    商品及び製品 2,003 1,788 

    仕掛品 687 1,186 

    繰延税金資産 183 160 

    その他 786 1,700 

    貸倒引当金 △163 △188 

    流動資産合計 37,241 45,681 

  固定資産     

    有形固定資産 1,030 1,015 

    無形固定資産 33 64 

    投資その他の資産     

      投資有価証券 8,988 11,084 

      長期未収入金 1,451 1,451 

      その他 1,257 1,226 

      貸倒引当金 △1,577 △1,580 

      投資その他の資産合計 10,120 12,181 

    固定資産合計 11,184 13,261 

  資産合計 48,425 58,942 

負債の部     

  流動負債     

    支払手形及び買掛金 26,643 34,405 

    短期借入金 20 20 

    未払法人税等 348 152 

    前受金 1,462 1,945 

    繰延税金負債 15 6 

    役員賞与引当金 113 60 

    偶発損失引当金 290 290 

    その他 414 383 

    流動負債合計 29,307 37,264 

  固定負債     

    長期借入金 2,000 2,000 

    退職給付に係る負債 1,252 1,291 

    長期未払金 302 302 

    繰延税金負債 646 1,349 

    その他 198 210 

    固定負債合計 4,400 5,155 

  負債合計 33,708 42,419 
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                      (単位：百万円) 

                    
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

純資産の部     

  株主資本     

    資本金 2,945 2,945 

    資本剰余金 1,805 1,805 

    利益剰余金 6,973 7,438 

    自己株式 △77 △78 

    株主資本合計 11,647 12,111 

  その他の包括利益累計額     

    その他有価証券評価差額金 2,852 4,151 

    繰延ヘッジ損益 △0 0 

    為替換算調整勘定 64 84 

    退職給付に係る調整累計額 △17 △11 

    その他の包括利益累計額合計 2,898 4,225 

  少数株主持分 171 185 

  純資産合計 14,717 16,522 

負債純資産合計 48,425 58,942 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

売上高 58,091 60,760 

売上原価 50,019 52,725 

売上総利益 8,071 8,034 

販売費及び一般管理費 6,837 6,925 

営業利益 1,233 1,109 

営業外収益     

  受取利息 3 3 

  受取配当金 136 180 

  持分法による投資利益 68 55 

  その他 91 41 

  営業外収益合計 300 281 

営業外費用     

  支払利息 21 21 

  売上割引 25 25 

  その他 12 13 

  営業外費用合計 59 60 

経常利益 1,474 1,330 

特別利益     

  固定資産売却益 － 0 

  特別利益合計 － 0 

特別損失     

  固定資産除売却損 0 17 

  ゴルフ会員権評価損 － 1 

  過年度決算訂正関連費用 107 － 

  特別損失合計 107 19 

税金等調整前四半期純利益 1,366 1,311 

法人税、住民税及び事業税 410 481 

法人税等調整額 4 △3 

法人税等合計 415 477 

少数株主損益調整前四半期純利益 951 833 

少数株主利益 30 13 

四半期純利益 921 820 
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第３四半期連結累計期間） 

  

 

                      (単位：百万円) 

                    前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 951 833 

その他の包括利益     

  その他有価証券評価差額金 1,734 1,298 

  繰延ヘッジ損益 △1 1 

  為替換算調整勘定 56 21 

  退職給付に係る調整額 － 6 

  持分法適用会社に対する持分相当額 13 9 

  その他の包括利益合計 1,802 1,336 

四半期包括利益 2,753 2,170 

（内訳）     

  親会社株主に係る四半期包括利益 2,711 2,147 

  少数株主に係る四半期包括利益 41 23 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

  

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 該当事項はありません。 

  

（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

 

  

報告セグメント 

合計 
(百万円) 

調整額 
(百万円) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(百万円) 

東日本 
本部 

(百万円) 

西日本 
本部 

(百万円) 

開発戦略 
本部 

(百万円) 

売上高             

  外部顧客への売上高 19,953 24,084 14,053 58,091 ― 58,091 

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

1,000 1,049 1,563 3,614 △3,614 ― 

計 20,954 25,134 15,616 61,705 △3,614 58,091 

セグメント利益 509 1,101 179 1,789 △555 1,233 
 

  (単位：百万円) 

利益 金額 

報告セグメント計 1,789 

セグメント間取引消去 △12 

全社費用(注) △543 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,233 
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Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成26年４月１日  至  平成26年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

(注)  各セグメントに属する主要な商品は下記のとおりであります。 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容

(差異調整に関する事項) 

(注)  全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

３．報告セグメントの変更等に関する事項 

第１四半期連結会計期間より、国内営業活動の管理体制の変更に伴い、事業セグメントの区分方法を見直し、従

来の「東日本営業本部」、「西日本営業本部」、「名古屋支店」、「開発戦略本部」から、「東日本本部」、「西

日本本部」、「開発戦略本部」に変更しております。 

この変更により、従来の「東日本営業本部」を「東日本本部」とし、従来の「名古屋支店」と「西日本営業本

部」とを併せて新たに「西日本本部」と致しました。「開発戦略本部」につきましては変更ございません。 

なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分方法により作成しており、前第３

四半期連結累計期間の「１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報」に記載しており

ます。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

 

  

報告セグメント 

合計 
(百万円) 

調整額 
(百万円) 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
(百万円) 

東日本 
本部 

(百万円) 

西日本 
本部 

(百万円) 

開発戦略 
本部 

(百万円) 

売上高             

  外部顧客への売上高 21,302 25,799 13,658 60,760 ― 60,760 

  セグメント間の内部 
 売上高又は振替高 

892 2,272 2,086 5,251 △5,251 ― 

計 22,195 28,071 15,745 66,012 △5,251 60,760 

セグメント利益 
又は損失（△） 

744 850 △34 1,560 △450 1,109 
 

セグメント別 主要商品名 

 
東日本本部 
  
 
西日本本部 
  

変減速機等各種駆動部品、コンベヤチェーン等各種搬送部品、制御機器、各種セ

ンサー、電子機器、その他伝動機器 

クリーンエネルギー関連設備、医薬関連設備、化学機械装置、水処理装置、食品

機械、その他環境装置、工作機械、産業用ロボット、各種コンベヤ、各種自動化

装置、立体倉庫及び自動仕分装置、各種輸送装置を含むＦＡシステム 

開発戦略本部 
海外における上記商品 

各種不織布及びその加工品、各種合成樹脂成形機及び成形品、機能素材 
 

  (単位：百万円) 

利益 金額 

報告セグメント計 1,560 

セグメント間取引消去 △11 

全社費用(注) △438 

四半期連結損益計算書の営業利益 1,109 
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５．補足情報 

受注、販売及び仕入の状況 

(1) 受注実績 

当第３四半期連結累計期間における受注実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 販売実績 

当第３四半期連結累計期間における販売実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(3) 仕入実績 

当第３四半期連結累計期間における仕入実績を報告セグメントごとに示すと、次のとおりであります。 

(注) 上記の金額は、仕入価格で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

  
  

セグメント情報の「３．報告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より、

事業セグメントの区分方法を見直し、報告セグメントを変更しております。なお、報告セグメントごとの前年同四半

期増減比は、変更後の区分方法により作成しております。 

  

  

 

セグメントの名称 受注高(百万円) 
前年同四半期 
増減比(％) 

受注残高(百万円) 
前年同四半期 
増減比(％) 

東日本本部 25,344 +21.1 10,784 +35.4 

西日本本部 27,180 △16.2 13,341 △20.0 

開発戦略本部 14,918 △5.5 3,323 +1.3 

調整額 △4,608 ― △3,401 ― 

合計 62,835 △3.7 24,048 △2.7 
 

セグメントの名称 販売高(百万円) 前年同四半期増減比(％) 

東日本本部 22,195 +5.9 

西日本本部 28,071 +11.7 

開発戦略本部 15,745 +0.8 

調整額 △5,251 ― 

合計 60,760 +4.6 
 

セグメントの名称 仕入高(百万円) 前年同四半期増減比(％) 

東日本本部 19,751 +6.4 

西日本本部 24,620 +14.4 

開発戦略本部 13,890 △4.5 

調整額 △5,251 ― 

合計 53,009 +3.9 
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